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       （旧騎西高校内） 

☎ 0480-73-6880（代表） 

『東京電力福島第一原子力発電所事故災害に関する決議』 

東京電力福島第一原子力発電所水素爆発事故により放射能漏れが発生し、約５カ月となるが、今もって収束の

道筋すら見えない事態となっている。 

避難を余儀なくされた住民は、避難先において不便な生活を強いられ、いつ帰宅できるかわからない中にあっ

て、身心の疲労も極限に達しており、特に避難生活が長引く中で、被災弱者や子どもの健康被害が大きな課題と

なっている。 

また、農家や事業者においてもいまだ再開の見通しが立たない状況にあり、農畜産物の出荷制限や米の作付制

限、さらには農林水産物や工業製品、観光産業などにおける風評被害も発生し、原子力事故災害の影響はますま

す拡大している。 

このような中で政府に対しては、原子力発電所事故の正確で迅速な情報提供と一刻も早い収束、スピード感を

持った実効ある施策の実施を求めるとともに、塗炭の苦しみにある被災者と自治体の声に真摯に耳を傾け、心の

通った対応を強く望むものである。 

我々被災市町村議会は、すべての住民が住み慣れた地域に戻り、光輝くふるさとの再生図られることを確信し、

これまで以上に強固な結束と連携を図り全力を尽くす決意である。 

よって国及び東京電力は、一刻も早い事態の収束と住民の安全・安心を確保するため、下記事項に対し速やか

な措置を講じるよう強く要望する。 

記 

1.国及び東京電力は、福島第一原子力発電所事故を一刻も早く収束させること。 

2.国は、災害復興や被災者救済のため震災関連特別法を早期に成立させること。 

3.国及び東京電力は、原子力災害に関するすべての補償について、被災者や被災自治体などの意見を十分踏まえ、

県内全域を対象とし責任をもって対応すること。 

4.国は避難住民などに対する教育、医療、福祉、介護の充実と雇用の確保を図ること。 

5.国及び東京電力は、放射性物質に汚染された土や汚泥、焼却灰等の処理について責任をもって行うこと。 

6.国は、放射線量の高い校庭等の表土を全額国費で除去処理するとともに、プール使用の明確な基準を早期に示

すなど、子供の安全・安心を確保すること。 

7. 国及び東京電力は、放射性物質の除染について連携し速やかに実施すること。 

∇
８
月
３
日 

・
双
葉
地
方
町
村
議
会
議
長
会
要
望
活
動 

 

∇

８
月
４
日 

・
全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会
平

成
23
年
度
総
会
（
全
国
都
市
会
館
） 

 

∇

８
月
６
日 

 

・
細
野
大
臣
と
原
子
力
被
災
12
自
治
体
と
の

意
見
交
換
会
（
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
） 

 ∇

８
月
９
日 

 

・
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
被
災
市
町
村
議
会

連
絡
協
議
会
総
決
起
大
会 

 
 

（
田
村
市
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

 ∇

８
月
12
日 

 

・
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
被
災
市
町
村
議
会

連
絡
協
議
会
要
望
活
動 

 ∇

８
月
16
日 

 

・
議
会
全
員
協
議
会
（
旧
騎
西
高
校
会
議
室
） 

 ∇

８
月
20
日 

 

・
双
葉
町
小
中
学
校
児
童
生
徒
再
会
の
集
い 

 
 

（
猪
苗
代
町
体
験
交
流
館
） 

 ∇

８
月
24
日 

・
双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
連
合
審

査
会
（
郡
山
市
県
中
浄
化
セ
ン
タ
ー
） 

 

∇

８
月
25
日 

 

・
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
議
長
・
事
務

局
長
研
修
会
（
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
） 

   

 

《
議 

会 

の 

う 

ご 

き
》 

∇

８
月
26
日 

 

・
双
葉
地
方
水
道
企
業
団
定
例
会 

（
郡
山
市
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

 ∇

８
月
30
日 

 

・
双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会 

（
郡
山
市
県
中
浄
化
セ
ン
タ
ー
） 

 ∇

８
月
31
日 

 

・
全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
市
町
村
議
会
議
長

会
意
見
交
換
会
（
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
） 

 ∇

９
月
６
日 

 
・
議
会
全
員
協
議
会
（
旧
騎
西
高
校
会
議
室
） 

 ∇

９
月
14
日 

 

・
東
日
本
大
震
災
殉
職
警
察
官
福
島
県
警
察
葬 

（
福
島
市
た
ま
の
や
黒
岩
斎
苑
） 

 ∇

９
月
16
日 

 

・
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
全
員
協
議
会 

（
旧
騎
西
高
校
会
議
室
） 

 ∇

９
月
21
日
～
29
日 

 

・
平
成
23
年
第
３
回
双
葉
町
議
会
定
例
会 

（
加
須
市
騎
西
総
合
支
所
議
場
） 

 ∇

10
月
17
日 

 

・
双
葉
地
方
町
村
議
会
議
員
研
修
会 

（
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
） 

 ∇

10
月
21
日 

 

・
双
葉
地
方
電
源
地
域
政
策
協
議
会
要
望
活
動 

 

 

 

 ８月９日、田村市文化センターにおいて、田村市・南

相馬市・伊達市・川俣町・広野町・楢葉町・富岡町・川

内村・大熊町・浪江町・葛尾村・飯舘村・双葉町の議会

議員が集結し、「東京電力福島第一原子力発電所事故災害

に関する決議」を採択しました。 

 

≪東電福島第一原発事故 

被災市町村議会総決起大会≫ 

 

 

 

双
葉
町
議
会
議
長 

清 

川 

泰 

弘 

 

双葉地方町村議会議員研修会 
～１０月１７日～ 

 福島市の「福島グリーンパレス」において、郡内

の議員を対象とした研修会が開かれました。東京大

学アイソトープ総合センター長・東京大学先端科学

技術研究センターシステム生物医学分野医学博士 

教授 児玉龍彦氏による『国民の力をあわせて除

染』と題する講演が行われました。 

 

○編
○集
○後
○記 

 

本
年
３
月
11
日
、
未
曾
有
の
大

震
災
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

不
幸
に
も
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
た

方
々
に
喪
心
よ
り
哀
悼
の
誠
を
捧

げ
ま
す
。 

 

加
え
ま
し
て
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
伴
い
、
厳
し
い
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
々
に
対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
ど
も
双
葉
町
議
員
11

名
の
任
期
中
最
後
の
議
会
だ
よ
り 

発
行
と
な
り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
紙

面
で
工
夫
し
て
分
か
り
易
く
作
成

し
た
つ
も
り
で
す
が
、
い
た
ら
ぬ 

点
等
多
数
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、 

   

一
読
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

と
考
え
ま
す
。 

 

一
日
で
も
早
い
復
興
を
願
っ

て
の
編
集
後
記
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

（
高
萩
） 

 

【
編
集
委
員
】 

委
員
長 

 

高
萩 

文
孝 

副
委
員
長 

岩
本 

久
人 

委 
 

員 

渋
谷 

一
弘 

委 
 

員 

石
田 

 

翼 

委 
 

員 

野
村 

 

満 

委 
 

員 

木
幡 

敏
郎 

 
 
 

 

 

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
り
、
双
葉
町
を
離
れ
て
７
ヶ
月
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
避
難
生
活
が
長
期
化
し
、
町
民
皆
様
の
ご
心
労
は
大

変
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
。 

 

原
子
力
発
電
所
事
故
の
一
日
も
早
い
収
束
を
望
ん
で
お

り
ま
す
が
、
ま
だ
先
が
見
え
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。
議
会

と
し
て
も
、
事
故
の
全
面
補
償
と
賠
償
や
被
ば
く
検
査
等
、

町
民
の
皆
様
の
健
康
管
理
に
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
生
活
の
安
定
と
町
の
復
興
・
復
旧
に

向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 



                                                        
 

      

                                                              

                                                              

                                                              

                                                              

                                                    

このようなことが決まりました  
平成２３年第３回 

 

定 例 会 
 

９月２１日～２９日 

 
平
成
23
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月

21
日
か
ら
29
日
ま
で
の
９
日
間
の
日

程
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど
25
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

【傍聴者数】 

・２１日・・・１５人 

・２２日・・・２２人 

・２８日・・・１４人 

・２９日・・・ ９人 

            

   合 計 ６０人 

     ↓ 

・双葉町民  ９人 

・町  外  ７人 

・報道関係 ４４人 

 

《議員提出議案》 

《町長提出議案》 

【双葉町議会の議員の定数を定める条例の一部改正】 
 

賛成多数(賛成８反対２)で可決 
 

議員定数を１２人から８人に 
《提出者》 木幡敏郎  《賛成者》 伊澤史朗 

 

定例会最終日の９月２９日『双葉町議会の議員の定数を定める条例』の一部 

改正について、議員発議の議案として提出されました。 

 活発な質疑や討論が行われ、採決の結果、賛成８反対２の賛成多数で可決

しました。この条例は、１１月２０日に行われる一般選挙から適用されます。 

 

【提案の理由】要約 

  当町としてもこれまでに町民の協力のもと財政の再建を図るべく「財政健全化計

画」を推進し、効率的な行財政の運営に取り組んできました。また、議会としてもこ

れまで度々定数の削減や議員報酬の削減などを行い、民意の反映に取り組んでき

ました。この度の大震災で町財政状況や全国各地に避難を余儀なくされている町

民各位の置かれている諸状況をかんがみて、私どもはなお一層の議会改革が求め

られているものとの認識のもと、議員定数12人を４人減の８人とする改正案を提案し

ました。 

 

 

 

【平成２３年度一般会計・特別会計補正予算】賛成全員⇒可決 

【双葉町福島支所設置条例の制定】賛成全員⇒可決 

  ・福島県内の避難者への各種証明書発行や窓口業務及び仮設住宅の管理業務などを行います。 

    住所：郡山市朝日１丁目２０番地２号 旧仙台食糧事務所郡山支所 

【双葉町選挙公報発行に関する条例の制定】賛成全員⇒可決 

・町議会議員一般選挙を執行するにあたり、候補者が十分な選挙運動ができない状況にあること

から有権者へ選挙公報を配布します。 

【東日本大震災等による被災者に対する町税の減免に関する条例の制定】賛成多数⇒可決 

  ・東日本大震災及び原子力災害の被害を受けた納税義務者等の納付すべき町税を減免し、税負担

の軽減を図ります。 

【双葉町公告式の特例に関する条例の一部改正】賛成全員⇒可決  

  ・公告を行う場所に福島支所を加えます。 

【双葉町教育委員の任命】賛成全員⇒同意 

  ・双葉町山田 大久保敏己氏 

 

【
一
般
質
問
】 

 

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
９
月
22
日
に
行
わ
れ
、
６

名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
質
問
の
内
容
を
要
約
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

▼
佐
々
木
清
一
議
員 

○
町
の
今
後
の
考
え
方
に
つ
い
て 

 

○
復
興
計
画
に
つ
い
て 

 

○
補
償
問
題
に
つ
い
て 

 

○
児
童
・
生
徒
の
集
い
に
つ
い
て 

 

▼
菅
野
博
紀
議
員 

○
町
政
全
般
に
つ
い
て 

 

▼
岩
本
久
人
議
員 

○
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

○
長
期
避
難
の
住
環
境
整
備
と
健
康
管
理
に
つ
い
て 

○
今
後
の
学
校
教
育
に
つ
い
て 

 

▼
野
村
満
議
員 

○
避
難
生
活
に
伴
う
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て 

 

○
町
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
と
健
康
管
理
に
つ
い
て 

 

○
税
徴
収
と
対
応
に
つ
い
て 

 

○
町
財
政
に
つ
い
て 

 

○
文
化
財
の
管
理
に
つ
い
て 

 
 

 

▼
伊
澤
史
朗
議
員 

○
行
政
全
般 

 

▼
谷
津
田
光
治
議
員 

○
町
条
例
、
規
則
に
つ
い
て 

○
町
復
旧
、
復
興
に
つ
い
て 

  

【平成２２年度一般・特別会計決算】   

歳 入 ７９億７，９０１万７，６１３円 

歳 出 ７３億５，１２６万５，１６２円 

差 引  ６億２，７７５万２，４５１円 

 

≪平成２２年度双葉町一般会計・特別会計歳入歳出決算及び基金の運用に関する意見書≫ 

平成２２年度双葉町一般会計並びに特別会計の審査については、支出内容及び予算執行は適正と認められました。 

一般会計では、歳入決算額が前年度に比べ２０６，１００千円（３．５％）増、歳出決算額７０，６２５千円（１．３％）減となっています。 

 不納欠損額については、一般会計、特別会計あわせて、１，８９２万６，６７５円、収入未済額は２億７，２３７万１，０３８円（うち繰

越明許費３，８１３万４，０００円、事故繰越２億３，２１６万３，７９１円）です。国民健康保険特別会計、介護保険特別会計は、医療費の

高額負担や介護を受ける人の増加等で一般会計からの繰入金が年々増加しています。 

 本年度の決算審査については３月１１日の東日本大震災により、多くの文書類を双葉町役場から持ち出せないため、繰越明

許、事故繰越について重点的に行い、契約の確認と契約途中の出来高払い、その他未払いが無いように配慮しながら監査を

実施しました。 

 財政健全化に取り組み、町、議会、町民等の努力により、実質公債費率を２３．７％（３カ年平均）にし、基金へも８億７，４３６

万円余り増額となりました。 

 ２２年度の監査ではありますが２３年度の双葉町を考えると胸に迫るものを感じますが、町は、町民の健康を第一に考え、弱

者や子供にも等しく手を差し伸べて欲しいと思います。 

 双葉町民は１日も早い帰宅を望んでいます。 

 ２３年度はより厳しい財政になりますが経費削減で取り組んでいただきたい。 

 以上、申し上げまして、平成２２年度の決算審査にかかる意見とします。 
 

         平成２３年９月                   双葉町監査委員 五十嵐一雄 

                                   双葉町監査委員 渋谷 一弘 

平成２２年度末町債(町の借金)の状況（残高） 

 

・一般会計              ３，２８２，６０７，６０８円 

・公有林整備事業特別会計      ４２，４００，０００円 

・公共下水道事業特別会計   ２，７９５，３１７，３１１円 

   前年度と比較して、４８３，１５７，６２０円減少しています。 


